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【研究成果の概要】 （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

ユ ネ ス コ 「 教 師 の た め の メ デ ィ ア 情 報 リ テ ラ シ ー カ リ キ ュ ラ ム  Media and Information 

Literacy Curriculum for Teachers」の モ ジ ュー ル 6： New and Traditional Media の 中 のユ

ニ ッ ト 3： Uses of Interactive Multimedia Tools, including Digital Games in Classroom

のオンラインゲームとしてフォードフォースを利用してカリキュラムの検証をおこなった。  

本学の情報教育専攻（ A 類と J 類）の 2 年生の 44 名の学生が，児童生徒に食糧問題を教える

ために，フ ェイスブ ッ ク のアプリ ケーショ ン となった フ ォードフ ォ ース を使う ことによ っ て、

教 授 能 力 の 変 化 と ゲ ー ム へ の 態 度 を 明 ら か に し た 。「 教 師 の た め の メ デ ィ ア 情 報 リ テ ラ シ ー カ

リキュラム（ UNESCO,2011）に従い，学習を行った。教授能力の変化は文部科学省が策定した

教師の ICT 活用能力とし、ゲームへの態度 はゲームで授業を教える意欲として ARCS モデル を

利用した。 対照グル ー プとして、 農林水産 省 のホームペ ージにあ る 食糧問題の 動画サイ ト を学

習した学生とした。  

フ ー ド フ ォ ー ス を 学 習 し た 学 生 の 教 授 学 習 能 力 の 変 化 を 動 画 学 習 者 の 変 化 と 比 較 し た と こ

ろ，有意な 差はなか っ た。学生は フェイス ブ ック 上のフ ォードフ ォ ース による 学習に肯 定 的な

態度を示し ，かつ， 現 実感の不足 を補うた め の教師の努 力を指摘 し ていた。ま た， 教育 現 場で

フェイスブックを用いてゲームで学習することについて、インタビューをした 現職教員 からは，

学校におい てはアカ ウ ント発行の 問題があ る ために， フ ェイスブ ッ ク に限らず ，ソーシ ャ ルメ

ディアの利 用はでき な いことを示 した。し た がって，学 校でソー シ ャルゲーム を利用す る 場合

には，ソー シャルメ デ ィアの企業 と教育委 員 会が、学校 で利用で き る形態を作 ることが 提 案さ

れた。  
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